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☆働きやすい職場環境づくり
　「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」を果
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
人権教育の推進」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
“�あなたにもできる。
　��ライフスタイルの見直しで、
　　　１人１日１kgのCO2 削減”

　信州には、美しい自然景観、豊かな天然資源と、地域の伝統や文化に立脚した、多くの
伝統的工芸品や地場産業製品があります。そして、こういった社会や文化を背景として、
農民美術運動や民芸運動、近年ではクラフト的な動きも活発になってきています。
　信州の工芸を取り巻く環境は、地域性と多様性があり、幅の広さが感じられます。これ
らの工芸品は、一般工業製品とは異なり、「手しごと」でつくられているために、生産には
限界がありますが、信州人らしさ・信州人のライフスタイルに溶け込める地産地消のカタ
チとして、しあわせ信州をより個性的にあらわしています。
　今回、伝統的工芸品・クラフト・木工等地場産品を一堂に展示し、長野県の多くの皆様
に見て、触って、感じてもらう場にしたいと思います。

　木工工芸家 須田賢司氏（人間国宝・日本工芸会正会員）
と木工芸家 谷進一郎氏（国画会会員・信州木工会元会長）
による記念対談を開催します。

2015年１月17日（土）10:30～17:30
【場　所】
　長野県松本文化会館（キッセイ文化ホール）
　国際会議室
　松本市水汲69-2　TEL:0263-34-7100

【参加費】　無料
【内　容】　
　記念対談「伝統工芸を未来に」　
　木工芸家 須田賢司氏（人間国宝・日本工芸会正会員）
　木工芸家 谷進一郎氏（国画会会員・信州木工会元会長）

パネルディスカッション
　「信州の工芸・クラフトの可能性」ほか

2015年２月13日（金）～２月18日（水）
10:00～19:00  最終日18日は17:00終了

【会場場所】
　ながの東急百貨店新館シェルシェ５Ｆ
　長野市南千歳１-１-１ TEL:026-226-8181

【出展作品・商品】
　 長野県内の伝統的工芸品、地

場産業製品、クラフト製品、
工芸作家作品等

　新たに県
知事指定伝
統的工芸品に指定されたね
こつぐら、信州からまつ家
具、松代焼も出展されます。

2015年２月20日（金）～２月25日（水） 
10:00～19:00　最終日25日は17:00終了

【会場場所】
　井上百貨店本館７Ｆ催事場　松本市深志２-３-１ 
　・伝統技術の実演コーナー　　・信州の伝統的工芸品展示販売
　 新たに県知事指定伝統的工芸品に指定された飯田水引、松代焼、信州からまつ

家具も出展されます。
【同時開催 特別企画展】
　「リ・ボーン　～生まれ変わる工芸品～」
　「伝統工芸品体験とワークショップ」（小学生参加無料）

シンポジウム「信州の工芸を未来に」 信州の手しごと博覧会
～日々の暮らしを紡ぐ～

第30回長野県伝統工芸品展 ～おかげさまで30周年～

主 催　長野県・長野県中小企業団体中央会

主 催　長野県伝統工芸品産業振興協議会・長野県・長野県中小企業団体中央会
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《入笠山：伊那市、諏訪郡富士見町》
　山頂駅から入笠山山頂へ向かう途中に
ある入笠湿原には、約100万株の日本ス
ズランが群生していることで有名です。
　すずらんの開花時期にあわせて開催さ
れる「すずらん祭り」には、県内外から
多くの観光客が訪れます。山頂から南・
中央アルプス・八ヶ岳はもとより富士山
や、遠くは北アルプスなどほぼ360度見
渡すことができます。

2　新年のご挨拶
	 長野県中小企業団体中央会会長代行	春日		英廣

3　新春を迎えて
	 長野県知事	阿部		守一

4　年頭に当たって
	 全国中小企業団体中央会会長	鶴田		欣也

5　新年の抱負
	 長野県中小企業団体中央会　長野支部長　　　和田	晶宜
	 長野県中小企業団体中央会　北信支部長　　　小林	勇生
	 長野県中小企業団体中央会　上小支部長　　　清水	貞男
	 長野県中小企業団体中央会　佐久支部長　　　阿部	眞一
	 長野県中小企業団体中央会　松本支部長　　　花村		薫
	 長野県中小企業団体中央会　大北支部長　　　太田	純雄
	 長野県中小企業団体中央会　木曽支部長　　　重野	信孝
	 長野県中小企業団体中央会　諏訪支部長　　　野村		稔
	 長野県中小企業団体中央会　上伊那支部長　　中村	紘司
	 長野県中小企業団体中央会　下伊那支部長　　中田	教一

11	 法施行65・55周年記念式典が
	 開催されました

12	 一日中小企業庁	in	信州が
	 開催されました

21	 信州の里山紹介
	 入笠山（伊那市、諏訪郡富士見町）

22	 好機逸すべからず
	 〜採択企業の取り組み事例紹介〜
	 日本装置開発株式会社（安曇野市）
	 株式会社タカギセイコー（中野市）
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　皆様におかれましては、健やかに新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　平素、本会の運営につきまして、格別なるご支
援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　昨年11月に星沢哲也会長が急逝されましたこと
に、改めまして哀悼の意を捧げご冥福をお祈り申
し上げます。
　８年余の永きに亘り会長としてリーダーシップ
を発揮され、中小企業及び中小企業組合の振興発
展に注がれました情熱をしっかりと受け止め、そ
の想いを私たちも受け継いで参ります。
　長野県にとりまして平成26年は、記録的な大雪、
南木曽町の洪水、御嶽山の噴火、そして長野県北
部を震源とする大地震と災害の続いた年でありま
した。
　被災されました皆様に衷心よりお見舞いを申し
上げます。
　我々中央会と致しましても、ともに取り組み支
援して参る所存でございますが、一日も早い復旧・
復興を祈念申し上げます。
　さて、地方の中小企業・小規模事業者にとりま
しては、円安による原材料・燃料の高騰、人手不
足などに加え、消費税率引上げに伴う影響も大き
く、依然として景気回復に向けた確かな手応えは
ないまま、先行き不透明感を払拭できない一年で
ありました。
　こうした状況下、中央会におきましては、試作品・
新サービス開発・設備投資を支援する「ものづく
り補助金」や地域と一体となった商店街のイベン
トを支援する「商店街にぎわい補助金」など各種
支援施策の円滑な実施に努め、多くの皆さんに活
用いただき成果を上げることができました。
　さらに、県内の大学等と連携し中小企業の将来
を担う人材の採用・育成を目的とした「地域中小

企業人材確保・定着支援事業」、地域を支える地場
産業・伝統工芸品産業と連携して人材確保・販路
拡大に取り組む「地域人づくり事業」なども浸透し、
皆様からの期待も大きく効果的な事業に育ってき
ております。
　暮れには衆議院の解散・総選挙がありましたが、
中小企業振興を柱に据えた経済対策の拡充を望む
とともに、官民一体となった取り組みを推進する
ことで、地方においても実体経済に確かな反映が
見られる成長戦略に弾みがつくことを念願するも
のです。
　本会も今年で創立60周年を迎えますが、中小企
業の自助努力を後押しする共同事業の活性化、協
同組合の設立、さらに企業組合を活用した創業支
援など、節目を活かして、中央会の果たすべき役
割を広くアピールするため記念式典の開催も計画
しておりますので、一層のご支援・ご協力をお願
い申し上げます。
　いよいよ３月には、北陸新幹線（長野経由）が
金沢まで延伸します。リニア中央新幹線も着工の
運びとなりました。
　今年は「善光寺御開帳」、来年には「御柱祭」そ
して大河ドラマ「真田丸」も決定し、地域が元気
になり多くの方が長野県を訪れる行事等も控えて
います。
　さらに、地域に根付いたプロスポーツの活躍も
明るい話題を提供しています。
　「好機到来」の今こそ、企業間、地域間など様々
な連携による取り組みを推進し、地域活性化に向
けて事業を展開して参りますので、本年もよろし
くお願い申し上げます。
　皆様にとりまして、希望に満ちた一年となるこ
とを祈念し、変わらぬご支援を賜りますようお願
い申し上げまして新年の挨拶と致します。

長野県中小企業団体中央会

会長代行　春日 	 英廣

新年のご挨拶
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　新たな年のはじめに当たり長野県中小企業団体中
央会の皆様の御健勝と御多幸をお祈り申し上げます
とともに、日頃から県政にお寄せいただいておりま
す御支援と御協力に対し心より感謝申し上げます。
昨年11月に星沢哲也会長が急逝されましたことに、
改めて哀悼の意を捧げ心からご冥福をお祈りいたし
ます。
　昨年は大きな災害に見舞われた一年でした。立春
を過ぎてからの記録的大雪は多大な農業被害と交通
障害をもたらし、夏には南木曽町にて猛烈な降雨に
よって蛇抜け（土石流）が発生、尊い人命と多数の
家屋が奪われました。秋晴れの行楽客を襲った御嶽
山の噴火は、死者57名、行方不明者６名という私た
ちが経験したことのない甚大な被害を記録し、さら
に、初冬の夜に発生した「神城断層地震」では多く
の方々が負傷し、住宅の全半壊やライフラインの寸
断という事態をもたらしました。
　これらの災害でお亡くなりになられた方と御遺族
に対し改めて哀悼の意を表しますとともに、被災さ
れた方々に心より御見舞いを申し上げます。
　また、政府はもとより捜索援助活動に従事してい
ただいた警察、消防、自衛隊をはじめ災害対応に当
たっていただいたすべての皆様の御支援、御協力に
厚く御礼を申し上げます。
　これらの災害は、地域経済にも大きな影響を与え
ています。県では、各地域の復興を最大限支援する
と同時に、こうした災害を教訓に防災と安全対策に
全力で取り組んでまいります。
　さて私は、昨年８月の県知事選挙にて再選をさせ
ていただき、二期目の県政をスタートすることが出
来ました。長野県の現在及び未来に対する大きな責
任を自覚し、初心を決して忘れることなく、県民の
皆様のしあわせと長野県の発展のため全力を尽くす
決意です。
　私が一期目の４年間に常に心掛けていたことは、
県民の皆様とのお約束を守ること、長野県の特色や
強みを最大限生かすこと、見過ごされがちな課題に
もしっかりと目を向け光を当てていくこと、の３点
でした。今後もその姿勢を堅持するとともに、私を
はじめ、県で働く職員それぞれが、自らの職務に対
する強い思いを持ち、県民の皆様との間で一方通行
ではない、双方向の「共感」と「対話」を基本とし
て県政を進めてまいります。

　政策面では、昨年、県政運営の基本として策定し
た総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン」に基
づく施策のほか、喫緊の課題である「人口減少社会
への対応」に関わる施策に重点的に取り組んで参り
ます。
　ときあたかも、「地方創生」が日本全体の大きな
政策テーマとなっています。私は、独自の伝統や文
化を持ち、美しく豊かな自然環境に恵まれ、東京を
はじめとする大都市圏とも近接し、地域の絆や自治
意識が強固で「県民力」が強い長野県こそが、地方
創生のフロントランナーにならなければならないと
考えています。既に、官民協働による「人口定着・
確かな暮らし実現会議」において幅広い意見交換を
行っていますが、長野県版地方創生総合戦略の策定
に向け議論を加速いたします。　
　特に、長野県だけでなく日本全体で人口減少の加
速化が見込まれており、これまでよりも踏み込んだ
少子化対策が急務です。そのため、昨年から市町村
とワーキンググループを設置し、「子育てと仕事の
両立」、「子育てに伴う経済的負担の軽減」、「子育て
の孤立化の防止」の３点を主要テーマとして具体的
な支援策を検討し、総合的な「子育て支援戦略」と
して取りまとめたところです。
　今後とも、安心して働ける長野県、希望する結婚
や子育てができる長野県、人を惹（ひ）き付ける魅力
ある長野県を目指し、大胆に政策を進めてまいりま
す。
　また、県では、2016年に日本で開催が予定されて
いる先進国首脳会議、いわゆるサミットの長野県で
の開催に向け、長野県中小企業団体中央会の皆様を
始めとする県内経済界、市町村の方々とともに誘致
活動を進めております。ふるさと信州を世界に発信
する絶好の機会を勝ち取るため、長野県中小企業団
体中央会の皆様におかれましても更なる御理解、御
協力を賜りますようお願い申しあげます。
　山笑ひ山装ひて山眠る。長野県は昨年、県民共通
の財産であり暮らしと文化の源泉でもある「山」に
感謝し、守り育てながら活かしていこうと、７月第
四日曜日を「信州	山の日」といたしました。山の
恵みをはじめ長野県の豊かな自然に畏敬の念を抱き
つつ、本年が災害のない実り多き年となることを祈
念して新年のご挨拶といたします。

長野県知事　阿部 	 守一

新春を迎えて
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　明けましておめでとうございます。平成27年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年当初は、輸出の持ち直しや消費税引上げ前の駆け込み需要が強まり、大手を中心に企業業績は堅調

に推移するなど景気回復が続いたものの、４月の消費増税後は、ＧＤＰが２四半期連続してマイナスとな

るなど景気低迷が鮮明となりました。加えて、10円近く円安が進み、原材料や燃料の高騰、人手不足によ

る人件費の値上がり等によるコストの増加によって、中小企業にとって企業収益の改善が進まず、景気回

復の実感が得られない厳しい年となりました。

　こうした中、昨年10月に東京・日比谷公会堂で開催されました第66回中小企業団体全国大会と代表者の

集いには、安倍晋三内閣総理大臣ほか多数の閣僚にご出席頂き、地域や中小企業に景気回復の実感が届く

ための大会決議を要望することができました。

　また、経済の好循環実現に向けた政労使会議では、安倍総理に対して、生産性向上を図る省力化投資の

増進や下請代金の引上げ等取引環境を整備して頂くよう要望して参りました。

　明けて平成27年は、全国津々浦々の中小企業が景気回復を実感できる経済の好循環を確実に実現してい

くことを強く期待しています。中小企業自らが持ち前の機動力を発揮して地域の特徴を生かした経営力強

化を図るとともに連携・共同化による生産性向上や製品・サービスの高付加価値化、組合機能を活かした

職業訓練の実施による地域への人材供給などを更に活発化していくことを強く期待しているところです。

　また、昨年成立した小規模企業振興基本法に基づく「小規模企業振興基本計画」に定められた組合等の

役割（地域ぐるみで総力を挙げた支援体制を整備するため、「地域の小規模企業が他の事業者との連携・組

織化を進める上で、組合が果たす役割は大きく、中小企業団体中央会・商店街振興組合連合会は、小規模

企業の課題に応じた多様な組合活動を支援していくことが求められる。」）の具体化を図り、実行していか

なければなりません。組合と組合員企業の皆様が、地域経済の活性化に資する事業活動は自分自身の問題

であるとの共通の認識を持ち、能動的に行動していく必要があります。

　今年は、大部分の中小企業団体中央会が創立60周年を迎えます。多くの先人のご努力によって培ってき

た中央会という知的財産に、女性と若者等の創意工夫による新たな成果を着実に積み上げていきたいと考

えています。組合等連携組織が主体となって地域内再投資が繰り返され、組合関係者の手で地域活性化が

実現できるよう団体のトップの方々に更なるリーダーシップの発揮をお願いいたします。

　本年が皆様にとって、明るく、ワクワクするほど楽しい年になりますことを心よりご祈念申し上げまして、

年頭に当たってのご挨拶とさせていただきます。

平成27年元旦

全国中小企業団体中央会

会　長　鶴田 	 欣也

年頭に当たって
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　新年明けましておめでとうござい

ます。

　旧年中は、支部活動にご支援ご協

力いただき、厚く御礼申し上げます。

　組合活動面、とりわけ製造業、も

のづくりの分野においては、アベノ

ミクス効果もあり新しい設備投資が

行われ、リーマンショック後、久し

ぶりに活況を感じられました。一方、

若者の就職支援事業は回数を重ねる

ごとに成果を生みつつあり、企業内

での定着化、育成が進んでまいりま

した。

　しかしながら、年後半の円安で原

料高、エネルギー高の局面となり、

企業経営の厳しさが増した一年でも

ありました。

　全国の成功事例に学ぶと、組合（事

業）同士が連携して事に取り組む活

動が多く報告されています。森林組

合が間伐材を利用し発電事業を興し

たり、製品化・商品化を進め市場を

開拓する事例など、地域の活力とし

て社会的にも存在感を高めています。

　今年は、消費税アップ後の難しい

状況下となりますが、「新しい設備」

「新人」に加え「組合、事業」を超

えた取組み（活動）をキーワードと

して、それぞれの分野で成長、成功

されますようお祈り致します。

　春には北陸新幹線が全通し、「人」

や「情報」の流入も期待される長野

県ですので、是非他県に負けないよ

う支部として頑張りましょう。

　年頭のご挨拶を申し上げます。

　昨年は、政府の経済政策により、

デフレの改善と過度の円高の解消に

よる地域経済の活性化を期待しまし

たが、円安と株高に推移したものの、

消費税法改正等により地域中小企業

の景況感は改善されませんでした。

しかしながら、中小企業向けものづ

くり補助金等の施策は確実に浸透・

活用されており、今後の景気回復に

効いてくると感じていますし、この

ような支援策の継続を期待していま

す。

　このような状況下ですが、我々経

営者は、年齢を問わず、常に向上心

を持ち、強い意志で経営革新し、自

助努力の下、各種施策を上手に活用

し、経済活動を推進すべきと思います。

　当北信支部地域内では、本年３月

14日に、北陸新幹線金沢延伸に伴い

飯山駅が開業いたします。昨年末に

は当支部行政懇談会において、飯山

市長足立正則様並びに長野県北信地

方事務所長田中力様に新幹線延伸と

飯山駅開業について語ってもらいま

した。

　飯山線にＳＬが走っていたことを

知る世代にとっては、飯山に新幹線

が走ることは実に感慨深いものです

が、既に在来線の飯山駅は新幹線駅

舎内に移転し営業を開始しており、

着々とインフラ整備が進んでいます。

　我々は、このような行政のインフ

ラ整備に対して、上手にこの機会を

活用し経済活動を展開することで、

当地域の景気の高揚と活性化を期待

します。

　あらためて、会員各位のご健勝と

ご活躍を祈念し、年頭の挨拶とさせ

ていただきます。

生年月日・出身
　昭和28年２月４日生まれ
　長野市出身
事業内容
　�ダイハツ全車種の販売、福祉車両の販売・
整備、車検・定期点検・一般整備などの
サービス、純正部品用品の販売、自動車
保険の取扱いなど

趣　味
　読書
座右の銘
　日々新たに

プロフィール

生年月日・出身
　昭和16年７月20日生まれ
　中野市間山出身
事業内容
　・�熱可塑性樹脂＆各種プラスチック成形
品の製造、組立並びに販売

　・�精密モールド金型設計＆製作＆修理並
びに販売

趣　味
　�コンサート・レコード鑑賞、ゴルフ等ス
ポーツ全般

座右の銘
　信頼

プロフィール

株式会社長野ダイハツモータース　代表取締役社長
長野ダイハツ自動車協同組合　専務理事

和田　晶宜

中野プラスチック工業株式会社　代表取締役
北信プラスチック事業協同組合　理事長

小林　勇生

新年挨拶

年頭ご挨拶
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　新年明けましておめでとうござい

ます。

　皆様におかれましてはつつがなく

新しい年をお迎えのこととお慶び申

し上げます。

　ご承知の通り昨年は為替の変動に

より業界によっては円安の恩恵を受

けた企業もございますが、我々地方

の中小企業には少しもその恩恵を感

じる事は出来ませんでした。

　世界経済のグローバル化が進む中

で、我々を取り巻く環境はますます

予断を許さない状況になっておりま

す。また、日本の国内だけをみても、

「進まない震災復興、老朽化するイ

ンフラ、雇用のミスマッチ、教育問

題、社会保障、食の安全性の問題な

ど」、難問が山積しておりますが、

まずはこうして無事に新しい年を迎

えることができたことを感謝する気

持ちだけは、毎年大切にしたいと

思っております。

　一企業の努力だけではカバーしき

れない世界的な流れの中にあって、

あらゆる業種の企業が非常に厳しい

状況に直面しています。私たち会員

一同も、「お客様に喜んで頂く」と

いう基本に立ちかえって、地道に、

ひとつずつ、目の前のできることか

ら取り組んで参りたいと存じます。

　みんなで心を一つにしてこの難局

に立ち向かっていきましょう。	　

	会員の皆様方に、本年も良い年に

なる事を祈念いたしまして、新年の

ご挨拶とさせて頂きます。

　本年もどうぞ宜しくお願い申し上

げます。

　新年明けましておめでとうござい

ます。

　今年は、「ローカルファースト」

という考え方を提唱していきたいと

思います。

　「ローカルファースト」とは、「地

域の目線に立って、地域を第一に、

そして優先的に考え、地域の資源、

文化、歴史を大切に、持続可能な地

域社会を形成していく」考え方です。

　根底にあるのは、顔の見える関係

をもとに、コミュニティーエリアの

中で「地域の資源」を生かして「人

に営み（人間力）」と「暮らしの営

み（経済力）」を大切にし、自分た

ちの知恵や手法で地域のまちづくり

を進めようとする考え方です。

　具体的な戦略としては、地域分析

（現状と課題の把握・分析）、資源発

掘（強み・宝探し）、資源活用（資

源の活用・新商品・商材・仕組みや

制度・ブランド作り）、人材登用（人

材交流）、特に、内発型産業創造＝

地域に立脚した「産業」を生み出す

ことが大切だと思います。そのため

の企業、事業者の役割が問われてく

ると思います。

　そこに住む人が近くで働けるこ

と、それによって家庭が形成され、

コミュニティーや文化を醸成し、「地

域の暮らし」が守られるという好循

環を作り出すことにもなっていきま

す。

　この「ローカルファースト」とい

う考え方は、他自治体との競合や比

較ではなく、「自らが答えを出す。

答えは足元にある」という概念にな

ると確信しています。

　改めて、会員各位のご健勝とご活

躍を祈念いたしまして、年頭の挨拶

とさせて頂きます。

生年月日・出身
　昭和23年１月11日生まれ
　上田市出身
事業内容
　ハード・ソフトの設計・開発
趣　味
　旅行・バイク
座右の銘
　変化対応

プロフィール

生年月日・出身
　昭和34年８月19日生まれ
　佐久市出身
事業内容
　�四季を感じる地元の農作物を生かした、
和・洋菓子の製造小売販売

趣　味
　街の活性化
座右の銘
　�初志貫徹

プロフィール

マリモ電子工業㈱　相談役
上田マルチメディア事業協同組合　理事長

清水　貞男

有限会社和泉屋菓子店　代表取締役
岩村田本町商店街振興組合　理事長

阿部　眞一

新年のごあいさつ

ローカルファースト
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　謹んで新春のお慶びを申し上げま

す。

　昨年は支部会員の皆様にご協力を

いただき、新任として重責を果たす

ことが出来ましたこと御礼申し上げ

ます。

　長く続いた深刻なデフレから抜け

出すのはやはり容易なことではなさ

そうです。アベノミクスが始まって

２年が経過しました。日本経済は

ファンダメンタルズは大企業・都市

部から大分改善し、その効果が中小

企業・地方へ波及しようとする時に、

消費税増税でシナリオが狂ってしま

いました。

　急濾行われた衆院選の結果は大方

の予想どおりでしたが、本腰を入れ

た、経済最優先の政策が期待できま

す。

　今年は、悪性のデフレと円高を退

治した、副作用を承知のステロイド

に例えられる「アベノミクス」の処

方（政策）を、われわれ民間企業が

うまく消化吸収して、体質強化に取

り組むときだと考えます。

　各種の助成制度や補助金などを大

いに研究し、経営に取り入れ経営革

新に繋げたい。その為には、中央会

のもつ人的資源とノウハウを利活用

することをお奨めします。

　海外に出てみて改めて感じること

は、あらゆる意味でのグローバル化

の進展で、日本への期待と、果たす

べき役割とがさらに大きくなってい

ることです。世界が求めるメイドイ

ンジャパン実現に、中小企業の知恵

と機動力で大いに羽ばたいてみませ

んか。

　会員各位のご隆盛を心より祈念申

し上げます。

　新年明けましておめでとうございま
す。平成27年の新春を迎え謹んでお慶
びを申し上げますとともに、本年も会
員の皆様また関係各位の皆様方にとり
まして大きな飛躍の年になることを心
よりご祈念申し上げます。
　昨年長野県は、８月の木曽地方を
襲った集中豪雨による災害、70名弱の
死者を出した９月の御嶽山の噴火、ま
た11月に発生した当支部管内の震度６
弱の地震により家屋の倒壊が発生した
りと、大きな災害に見舞われた一年で
した。被災された地域の皆様方には心
からお見舞い申し上げるとともに、一
日も早い復旧・復興をお祈りいたしま
す。

　又12月にはアベノミクス解散と銘を
打った衆議院の解散総選挙が行われま
した。企業収益や雇用は改善しており、
景気は回復しているとの評価はあるも
のの、この地域では実感として未だ感
ぜられず、後継者不在による事業閉鎖、
就労人口の減少等も大きくクローズ
アップされてきております。今後の地
方再生に関わる具体的な政策が打ち出
され、長野県にもその効果が現れてく
ることを心から期待したいものです。
地方会員の皆様方夫々が自ら地域経済
を活性化させるための夢を持ち、その
夢を共有することで一歩一歩実現に向
かって進んでいくことが必要と思われ
ます。

　その為に本年も県中央会、また中信
支部の皆様方の御支援を頂きながらさ
らなる支部活動に邁進してまいりたい
と思っております。本年もお力添えを
いただくことをお願い申し上げなが
ら、会員の皆様方のご健勝、ご活躍を
祈念申し上げ新年のご挨拶と致します。

生年月日・出身
　昭和23年３月３日生まれ
　安曇野市豊科出身
事業内容
　・産業用電子機器製造
　・パソコンのBTO・修理
趣　味
　美術鑑賞・ゴルフ
座右の銘
　楽は虚に出づ「荘子」
　（ガクハキョニイヅ）

プロフィール

生年月日・出身
　昭和21年11月６日生まれ
　北安曇郡白馬村出身
事業内容
　骨材・生コン製造販売、観光事業他
趣　味
　ゴルフ、旅行
座右の銘
　不橈不屈

プロフィール

株式会社ちくま精機　代表取締役
明科工場団地協同組合　理事長

花村　薫

株式会社大糸　代表取締役会長
大北骨材事業協同組合　理事長

太田　純雄

新春所感

新春を迎えて
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　新年明けましておめでとうござい

ます。

　平成二十七年の新春を迎え、謹ん

でお慶び申し上げますとともに、業

界の皆様にとって、すばらしい年に

なりますよう心よりご祈念申し上げ

ます。

　二十六年を帰り見ると木曽は、大

変な一年で終わりました。四月より

消費税が八％になりアベノミクス効

果が一部の企業等に見えかけ地域の

活性化といわれて来ましたが私ども

零細企業にはなかなか先の見えない

一年では無かったかと思われます。

そんな中で七月南木曽町において豪

雨により土石流災害が発生し家屋の

流失により一名の死亡者が出、国道

十九号線、鉄道の被害で大変混乱し、

復旧するまで時間がかかりましたが

多くの皆さんおかげで復旧すること

が出来ました。また九月二十八日御

嶽山の噴火により、五十七名の犠牲

者がで、捜索のかいもなく六名ほど

山頂に取り残され捜索が打ち切られ

春の雪解けを待って捜索再開との事

です。此の捜索に携わって頂いた多

くの方々に対し心より厚く御礼申し

あげます、この災害により風評被害

で観光・旅館等のキャンセルが出、

大変な状況となりこの先木曽はどう

なるのか、又冬の寒山・夏山・年間

をとうしての観光の受け入れ等多く

の課題を抱えて行政・観光協会・商

工関係者交え対策会議を重ねなが

ら、県行政からの支援を頂き、又中

央会の皆様方のご支援ご指導を頂き

一年頑張って乗り切ってまいりたい

と思っています。本年がいい年で有

りますよう願い年頭の挨拶とさせて

いただきます。

　新年、明けましておめでとうござ
います。
　平成二十七年の新春を迎え、謹ん
でお慶び申し上げますとともに皆様
のご健勝とご繁栄を心からご祈念申
し上げます。
　昨年を振り返りますと、長野県内
では、２月の記録的な豪雪、７月の
南木曽町での水害、９月の御嶽山の
噴火、11月の神城断層地震等、自然
災害による被害が相次いだ一年であ
りました。3．11の大震災以降も、
自然災害への驚異がクローズアップ
される事例が後を絶たず、当会にお
いても推進をしておりますＢＣＰへ
の取組強化への思いを強くしている
ところでございます。

　政治や経済に目を向けますと、国
民が期待したアベノミクスも、異次
元の金融緩和と財政出動による円
安・株高によって一部の大手企業が
その恩恵にあずかり業績を回復した
だけで、地域格差、企業格差、労働
格差等の問題を解決できず、国民の
アベノミクスヘの期待や神通力が低
下しているように思います。今年こ
そ、肝心な成長戦略の積極的な推進
や規制緩和、大胆な改革等で経済の
本格的な再生を図り、将来に希望が
持てるビジョンを政治が示してくれ
る事を切に望みます。
　さて、本年は、未年であります。
羊は群れをなして行動するため、家
族の安泰や平和をもたらす縁起物と

されております。また、「群羊を駆
りて猛虎を攻む」（たとえ力が弱く
ても、集合すれば強い力を発揮でき
る。）といわれるように、我々中小
企業も団結すれば大きな力となって
地域経済の発展に寄与出来る事と確
信をしております。
　皆様にとって素晴らしい年であり
ますようご祈念申し上げ、新年のご
挨拶と致します。

生年月日・出身
　昭和14年４月１日生まれ
　長野県木曽郡木曽町福島出身
事業内容
　�LPガス販売・ガス冷暖房工事・厨房リホー
ム工事

趣　味
　ゴルフ・絵画の鑑賞
座右の銘
　日々努力

プロフィール

生年月日・出身
　昭和21年10月24日生まれ
　駒ヶ根市出身
事業内容
　・産業用機械装置・ロボット製造
　・�金型設計・製作・金属加工（鍛造・ダ
イキャスト）

　・�酒類販売（洋酒輸入卸・仏・ワイナリー）
趣　味
　園芸、スポーツ観戦、ゴルフ
座右の銘
　在平素（平素にあり）
　お天道様が見ている（神様は見ている）

プロフィール

重野エルピーガス株式会社　代表取締役社長
木曽エルピーガス事業協同組合　理事長

重野　信孝

野村ユニソン株式会社　代表取締役社長
諏訪工業協同組合　理事長
キッツ協同組合　理事長

野村　稔

新年のごあいさつ

新年のごあいさつ
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　新年あけましておめでとうござい

ます。

　昨年は4月に突然の支部長をとの

ことで、秋には星沢会長御逝去で、

11月は衆議院の突然の解散、年末の

総選挙とで慌しい年で2015年を迎

える事になりました。

　株は高く、円は安く、消費税増税

は１年半先延ばしでアベノミクス第

三の矢は何なのか？小売業にとって

消費税増税を実施した後、全般の落

ち込みにより好況感が今一つ出ない。

　また建設業においては材料費の高

騰で、又、仕事があっても人材の確

保が出来ないとの話もありで…。

　年末の漢字一字が税でしたがこの

税の使い道を誤らず景気の良い年に

成ります様に…。

　昨年は県中央会の指導で町の賑わ

い活性化資金補助金の交付、補助金

事業の活用等の事務手続きを頂き事

業が出来ました。

　本年も、国が地方創生を重点的に

進める様ですので地方活性化活動の

為中央会の更なる御指導とご支援を

お願いいたします。

　アベノミクスがスタートして約２

年。本当に実体経済は底上げされた

のでしょうか？

　日銀の掟破りとも言える金融緩和

による円安政策により、株価の上昇

と１部の輸出関連大企業の業績を上

げただけで、その波及効果はほとん

どの分野には届いていない。

　むしろ95％を占める内需型企業は

輸入インフレによる原材料、資材、

原油の高騰によるコスト高に苦しむ

結果となり、これがGDP２期連続マ

イナスの結果に繋がったのでは…。

　更に国家の財政状況は従来からの

慢性的財政赤字に加え、日本が世界

に誇り続けてきた貿易黒字がついに

15ヵ月連続の赤字に転落…。輸入額

が輸出額を上回り続けているという

ことであり、円安政策の当然の結果

と言えよう。このままでは日本も双

子の赤字常習国に転落してしまうの

ではないでしょうか！不思議なのは

このような実態をマスコミが報道し

ないことです。政府によるマスコミ

対策は相当なものと推測されます。

　我々は通常のマスコミ報道の他

に、アングラ的な情報源も得て、両

面から状況を判断する必要性を痛感

します。

　どうやら最も重要な経済対策は為

替レートをめぐって真向から対立す

る輸出型産業と内需型産業にとっ

て、このレートなら我慢できる、や

むなしという妥協点を見い出し、そ

れを目標に舵取りしてもらうことで

はないでしょうか！

　今年も皆様のご健勝ご活躍をお祈

り申し上げます。

生年月日・出身
　昭和16年１月７日生まれ
　伊那市出身
事業内容
　�貴金属・眼鏡・時計小売業
趣　味
　特になし
座右の銘
　特になし

プロフィール

プロフィール

メガネ・宝石　ナカムラ　店主
伊那市コミュニティカード協同組合　理事長

中村　紘司

年頭の挨拶

マルマン株式会社　取締役会長
飯田味噌醤油工業協同組合　常任顧問

中田　教一

新春所感

生年月日・出身
　昭和19年５月３日生まれ
　飯田市出身
事業内容
　�味噌・果実酢・その他調味料の製造販売
趣　味
　ゴルフ
座右の銘
　特になし
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　組合法施行65周年・団体法施行55周年記念式典が、11月25日ANAインターコンチネンタルホテル東

京において開催されました。式典には、宮沢経済産業大臣をはじめとするご来賓及び全国の組合関係

者など600名余が出席し、優良組合、組合功労者、優秀専従者の皆さんに表彰状が授与されました。

　長野県からは、次の皆さんが表彰の栄に浴されました。誠におめでとうございます。

中小企業等協同組合法施行65周年及び
中小企業団体の組織に関する法律
施行55周年記念式典が開催される

全国中小企業団体中央会長表彰
　優秀専従者

　　依田　公一様（佐久プロパンガス協同組合）

　　田中　英子様（長野県税理士協同組合）

　　宇治慎一郎様（松本流通センター協同組合）

　　両角　　淳様（諏訪流通センター協同組合）

　　井上　武彦様（南信砂利資源開発協同組合）

　　宇治　孝治様（長野卸売市場協同組合）

　　丸山　雄一様（北信建設事業協同組合）

　　牛越　　繁様（長野県菓子工業組合）

　　沼田　春喜様（中高自動車整備協業組合）

　　田中　英雄様（協業組合上田車検センター）

経済産業大臣表彰
　優良組合

　　アルプス鐵構事業協同組合

　　長野県石油商業組合

農林水産大臣表彰
　組合功労者

　　橋爪　利行様（上伊那食糧事業協同組合）

国土交通大臣表彰
　優良組合

　　飯田車両整備協同組合

中小企業庁長官表彰
　優良組合

　　協同組合長野県中古自動車リサイクルセンター

　　遠山生コンプラント協同組合

　　岡谷市水道事業協同組合

　　上小トラック事業協同組合

　　中信塗装事業協同組合

　　長野県砕石工業組合

　組合功労者

　　宮後　睦雄様（テクノハート坂城協同組合）
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　11月28日（金）、松本市のホテル	ブエナビスにおいて、
長野県・中小企業庁・関東経済産業局の合同による「一
日中小企業庁in信州」が44年ぶりに県内で開催され、
約400人が参加しました。また、一日中小企業庁プロ
グラムの一環として、「長野県百年企業＜信州の老	
舗＞」の県知事表彰式が行われました。
　「長野県百年企業＜信州の老舗＞」は、社会経済情
勢の変遷の中にあって多年にわたり事業を継続し、地
域社会に貢献してきた老舗企業を、本会を含めた経済
４団体と市町村が推せん、今回は全部で264社、うち下記の25社を本会が推せんして県知事表彰を受賞しました。
　表彰式では経済４団体から推せんされた４社が出席者を代表して登壇し、本会からは株式会社	和田正		和
田直之社長が阿部守一知事から表彰状を授与され、木曽漆器製の記念品は春日英廣会長代行より手渡されま

した。
　表彰式の後、中小企業フォーラムとして、北川慎介中
小企業庁長官による最新の中小企業施策の紹介と、信州
の企業４社と阿部知事、安藤関東経済産業局長をパネラ
ーとした意見交換が行われました。
　「長野県百年企業＜信州の老舗＞」の受賞企業一覧は、
長野県ホームページで公表されています。
　受賞企業の皆様、おめでとうございます。

長野県百年企業＜信州の老舗＞表彰　受賞企業一覧　本会推せん分25社・長野県「長野県百年企業〈信州の老舗〉表彰」ホームページ掲載順

企業名 代表者氏名 主たる事業所
の所在市町村

申請書記載の
創業年（西暦） 事業内容

1 ㈲小川醸造場 小川　泰祐 長野市 1885年 味噌、醤油製造販売
2 かくおか醸造㈱ 岡　大輔 長野市 1859年 味噌卸販売
3 カシヨ㈱ 清水　光朗 長野市 1828年 総合印刷業
4 ㈲酢屋亀本店 青木　茂人 長野市 1902年 味噌製造業
5 NiKKi�Fron㈱ 春日　英廣 長野市 1896年 精密機械製造業
6 ㈱よしのや 藤井　信太郎 長野市 1637年 清酒他製造
7 ㈱和田正 和田　直之 長野市 1907年 自動車用品販売
8 上高地みそ㈱ 赤羽　総一郎 松本市 1909年 味噌製造販売･醤油販売
9 ㈱丸正醸造 林　信利 松本市 1889年 味噌、醤油製造販売
10 ㈱萬年屋 今井　誠一郎 松本市 1832年 味噌、漬物製造販売
11 ㈱アオヤギ印刷 青柳　貴彦 上田市 1905年 印刷業
12 笠原工業㈱ 笠原　章嗣 上田市 1900年 電気機械器具製造
13 ㈱大桂商店 小林　大史 上田市 1821年 味噌醤油醸造業
14 ㈱宮嘉組 宮島　とき子 上田市 1905年 一般土木建築工事
15 柳屋建設㈱ 小河原　嘉彦 上田市 1882年 一般木造住宅・リフォーム事業
16 サスキチ味噌㈱ 小口　典子 岡谷市 1804年 味噌、麹製造業
17 ㈱喜久優 渡邊　浩平 飯田市 1888年 水引紙製品製造
18 国風水引工芸㈱ 田中　康彦 飯田市 1887年 祝儀用品製造販売
19 ㈱田中宗吉商店 田中　康弘 飯田市 1877年 水引製品製造卸
20 マルマン㈱ 林　隆仁 飯田市 1888年 味噌、果実酢、発酵調味料の製造販売
21 ㈱宮澤印刷 宮澤　宏彰 駒ヶ根市 1911年 印刷、製本、IC基板用フィルム印刷
22 小林建設工業㈱ 小林　俊司 佐久市 1870年 建設業・不動産業
23 ㈱佐久印刷所 臼田　行孝 佐久市 1903年 オフセット印刷業
24 芙蓉酒造㈱ 依田　方伯 佐久市 1887年 酒類製造業
25 丸山味噌醤油醸造店 丸山　寛 安曇野市 1900年 味噌醤油製造販売

百年企業表彰企業紹介パネル（一部）

一日中小企業庁	in	信州を開催
長野県百年企業〈信州の老舗〉表彰式が行われました
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工芸品名 団体・所在地 主な製品 解説

飯
いいだみずひき

田水引
飯田水引協同組合
飯田市上郷別府3338番地8

金封、元結、民芸品、
結納飾り、正月飾り、
民芸品

全国の約70%の水引が飯田
地方で生産され、結納品や金
封等の需要に応えている。

松
まつしろやき

代焼
松代焼作陶会
長野市松代町清野2120

湯呑、皿、茶碗、小鉢、
徳利、花瓶　他

松代藩の奨励により生産さ
れ、口元が欠けないよう釉掛
けし（二重がけ）、独特の青
緑色の光沢が松代焼の特徴で
ある。

　栄
さかえむら

村つぐら　
栄村つぐら振興会
下水内郡栄村北信3585-2

猫つぐら
飯つぐら
ぼぼつぐら

明治以降の稲作開始により、
冬期に子守りのための「ぼぼ
つぐら」が稲わらでつくられ、
最近では、稲わらを材料とす
る「猫つぐら」の人気が高まっ
ている。

　信
しんしゅう

州からまつ家
か ぐ

具
針葉樹家具開発研究会
松本市神林2581-1

箱物家具
　�（タンス類、書棚、
食器棚、飾り棚）
脚物家具
　�（テーブル類、チェ
ア、ベッド等）

昭和34年頃から、長野県工
業試験場でカラマツ材の脱
脂・加工技術の産・官共同研
究が始まり、長年にわたり、
カラマツの特徴に応じた部材
加工、塗装、組立など製造技
術を確立し、カラマツの特徴
的な家具を製造している。

新たに４つの工芸品が長野県知事指定に!
　平成26年11月27日に、長野県知事指定伝統的工芸品として、飯田水引・
松代焼・栄村つぐら・信州からまつ家具の４品目が新たに指定を受けました。
　指定を受けるためには①主として日常生活の用に供される。②製造工程
の主要部分が手工業的。③伝統的な技術技法で製造される。（おおむね50年
以上継続）④伝統的に使用された原材料で製造される。（主たる原材料が50
年以上継続）⑤工芸品の製造事業者で構成する団体。（５者以上）以上５つ
の要件をすべて満たす必要があります。今回の指定を受けて、県内の伝統
的工芸品は経済産業大臣指定７品目、長野県知事指定18品目となりました。

長野県知事指定のマーク

飯田水引　結納品飾り 松代焼　とっくり 栄村つぐら　猫つぐら 信州からまつ家具　椅子



 
【中小企業レポート １月号】 

 

 

※ e－Tax や確定申告等作成コーナー等のパソコン操作に関するお問合せは、 
e－Tax・作成コーナーヘルプデスク（℡0570-01-5901）へお問合せください。 
【受付時間】 
平成 27 年１月 13 日（火）～３月 16 日（月）は → ９時～20 時、左記以外の期間は → ９時～17 時 
（土・日・祝日等及び 12 月 29 日～１月３日はご利用になれません。※受付時間は変更になる場合があります。） 
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　年次有給休暇の取得を促進する方法のひとつとして、時間単位の年次有給休暇（以下「年休」という。）
や計画年休の活用があります。今回はこれらの活用に関する注意点をまとめてみました。

　平成22年４月から、年に５日を限度として、時間単位で年休を取得できる制度が施行されています。
時間単位により年休を付与するには、次の項目について労使協定を締結しなければなりません。
　①　時間単位年休の対象労働者の範囲
　　　（事業の正常な運営が妨げられる場合には一部の労働者を対象外とすることも可能）
　②　時間単位年休の日数（５日以内とする）
　③　時間単位年休１日あたりの時間数（通常は１日の所定労働時間数とする）
　④　１時間以外の時間を単位とする場合はその時間数
　　　（例えば２時間など。ただし１日の所定労働時間を上限とする）
　変形労働時間制により日によって所定労働時間が異なる場合には、次の点に注意が必要です。例えば
９時間勤務の日と７時間勤務の日があるとします。所定労働時間数が異なる場合の時間単位年休１日あ
たりの時間数は、１年間における１日の平均所定労働時間数を基に時間数を定めます。また７時間勤務
の日に７時間分の時間単位年休を請求された場合、原則的には１日の年休が取得されたものとして取り
扱うことになります。ただし、時間単位で扱うことも違法ではありません。また賃金については、①平
均賃金、又は②所定労働時間労働した場合に支払われる通常の賃金、又は③標準報酬日額をその日の所
定労働時間数で割った額を当該時間に応じて支払います。

　計画年休は、年休付与日数のうち５日を除いた残りの日数を対象とすることができます。計画的に年
休を付与するには、次の項目について労使協定を締結しなければなりません。
　①　計画的付与の対象者(あるいは対象から除く者)
　②　対象となる年休の日数
　③　計画的付与の具体的な方法
　④　対象となる年休を持たない者の扱い
　⑤　計画的付与日の変更
　退職予定者や育児休業の取得予定者等がいる場合は、次の点に注意が必要です。有給休暇は、労働義
務のある日についてのみ請求できることから、育児休業中や退職後の請求は不可能です。よって、計画
年休中に退職予定である者、産前・産後休業、育児・介護休業の予定がある者など、特別の事情により
計画年休の適用が不適当である者については、計画年休の対象者から外しておく（労使協定により対象
者から外す）必要があります。もし、育児休業中に一斉休暇等の計画年休が含まれる場合には、申出前
であれば有給休暇の扱いとなり、申出後であれば休業日の扱いとなります。

　ぜひ有給休暇の制度を上手く活用して、取得率の向上を促進してみましょう。

How To
労 務 管 理

特定社会保険労務士

中村　光子  氏

Recipe

　「年次有給休暇」の
　　　　　労務管理上の問題②

		１．変形労働時間制を採用している場合の「時間単位年休」に関する注意点

		２．退職予定者や育児休業が予定されている者に対する「計画年休」の注意点
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　近年、産業構造の変化等により、親企業が海外生産へシフトするなどして、下請中小企業
の受注は減少してきている中で、価格等取引条件の改善は、益々厳しいと言われている。第
66回中小企業団体全国大会の決議内容でも「円安等による原材料費高騰分を価格転嫁できず、
実質的に対等な取引ができない中小企業の自立性が損なわれることのないよう、立ち入り検
査を含め、下請代金支払遅延等防止法を厳格に運用すること」としている。
　下請中小企業は、第一義的には、人のまねができない独自の技術を持っていることが重要
であるが、通常下請中小企業単独では狭い技術しか持っておらず、それだけで親企業と交渉
しても、なかなか取引条件が改善されない。そこでこういう状況のとき事業協同組合が前面
に出て、各組合員が持っている技術を連携させ、親企業から一括・共同受注するシステムを
構築してはどうかと思うが、たまたま改正下請中小企業振興法において、下請中小企業が連
携して一括・共同受注を行う連携事業計画をたて、それを国が認定した場合、各種支援措置
を行うという制度が創設されたので、ぜひ検討されたい。

　ここで、事業協同組合には団体協約締結事業という事業ができること、即ち中協法第９条
の２第１項第６号に「組合員の経済的地位の改善のためにする団体協約の締結」をすること
ができる、とあることに注目してほしい。全組合員の共通の親会社がある場合、当該事業協
同組合と親会社とで、各組合員に対する代金の支払い方法、取引価格、手形の期間等各種の
取引条件について団体協約を締結することができる。この団体協約は、団体協約であること
を明記した書面をもってしなければ効力を生じないし（中協法第９条の２第13項）、組合は
この協約を締結する前にその内容を総会に諮り、承認を得ておかなければならない（中協法
第９条の２第13項）。この団体協約は、構成員たる組合員に対して直接及ぶものとされ、以
後組合員との取引関係はこの協約によって定められた基準に従うべきことを強制され、もし
基準に違反して契約したときは、その基準に違反する部分は排除され、当然に基準に従って
したものとみなされる（中協法第９条の２第14項、15項）。
　親会社と争うことなく、円満な関係の中で、この団体協約を締結されることを望みます。

中小企業組合士　朝間　庸介
　（行政書士、登録２級建設業経理士）

下請中小企業における
団体協約締結事業の取り組みについて

組合運営Q&A

〇従来型の取引（のこぎり型受注）

発　注　企　業
既存発注企業 新規発注企業

とりまとめ企業

一貫生産受注

〇発注企業のニーズに対応した取引

プレス
プレス

熱処理 熱処理めっき めっき組立
組立

  

企
画
力
・
営
業
力
・

　
　
　
　
　生
産
性
の
向
上
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中 央 会 シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー

平成26年度	支部新春講演会日程
支部名 日　時 時　間 場　所

北　信 １月29日 ㈭ 15:15 中野市　「魚がし」

佐　久 ２月９日 ㈪ 15:00 佐久市　「佐久グランドホテル」

上　小 12日 ㈭ 15:00 上田市　「ささや」

松本・大北・木曽
（支部合同） 13日 ㈮ 14:00 松本市　「ホテル花月」

長　野 16日 ㈪ 16:00 長野市　「メルパルク長野」

下伊那 17日 ㈫ 15:00（予定） 飯田市　「シルクホテル」

諏　訪 18日 ㈬ 15:00（予定） 諏訪市　「ホテル紅や」（予定）

上伊那 ２月上旬 未定 未定

※詳細につきましては後日郵送される案内書をご覧ください。

　長野県青少年育成県民会議（会長　阿部守一　長野県知事）より協賛の依頼がありまし

た「信州あいさつ運動」広報キャンペーンにつきまして、役員・総代はじめ、会員の皆様

から99先1,820,000円のご協力をいただきました。

　阿部会長より、これから３月までの広報キャンペーンを効果的に行うことができるとの

感謝のごあいさつ状をいただいております。

　取り急ぎ誌上にて大変恐縮でございますが、ご賛同いただきました皆様に御礼とご報告

を申し上げます。ありがとうございました。

長野県中小企業団体中央会　

会長代行　春　日　英　廣　

「信州あいさつ運動」広報キャンペーン
御　礼　と　ご　報　告
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設備応援みらい保証について
　平成26年12月１日より「設備応援みらい保証」の取扱いを開始しました。
　「みらい」へ向けて設備投資を行う中小企業者を応援します！

※信用保証料（通常より低い保証料率でご利用いただける制度となっております）

設備応援みらい保証の概要

ご 利 用
いただける

方

業歴２年以上で、かつ２期以上の確定申告を行い、次のいずれかの要件を満たす方
　①　最近２期の決算において、連続して経常利益（法人）または申告所得（個人）を計上 
　　 している方
　②　最近２期のいずれかの決算において、経常利益（法人）または申告所得（個人）を計上し、 
　　 かつ、債務超過でない方　
　③　 上記のほか、金融機関等の支援を受けて策定した事業計画に基づき設備投資を行う方

保証限度額 ２億8,000万円以内（一般保証の範囲内での取扱いとなります）

対 象 資 金 ・設備資金
・設備導入に附帯する運転資金を含む運転設備資金

保 証 期 間
・無担保　　　15年以内
・有担保　　　20年以内（ただし、建物のみを担保とする場合は15年以内）
・据置期間　　１年以内（特別な理由がある場合は３年以内）

返 済 方 法 分割返済（ただし、期間１年以内の場合は一括返済可）

信用保証料
年0.35％～1.80％　 
※通常より0.1％低い保証料率でご利用いただけます
※有担保割引、中小企業会計割引の適用も可能です

貸 付 利 率 金融機関所定の利率

連帯保証人 原則として法人の代表者を除き不要

担 保 必要に応じて提供していただきます

添 付 書 類

所定の申込資料の他、金融機関等の支援を受けて策定した事業計画書（設備投資にかかる
収支計画書等）の添付が必要となります 

 
※ 書式は、金融機関所定のものをご利用いただけるほか、当協会ホームページ（お客様用

書式ダウンロードページ）にも参考例を掲載しています

ご利用いただける方 ①または②に該当する方 必要に応じて、添付をお願いします 

ご利用いただける方 ③に該当する方 添付が必要となります

区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

設備応援みらい保証 1.80 1.65 1.45 1.25 1.05 0.90 0.70 0.50 0.35

ホームページ　http://www.nagano-cgc.or.jp　　E-mail	hosyo@nagano-cgc.or.jp

詳細については、お近くの信用保証協会窓口までお問い合わせください。
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　「行く河の流
れは絶えずして、
しかももとの水
にあらず、淀み
に浮かぶうたか
たは、かつ消え、
かつ結びて、久
しくとどまりたる例なし。世の中にある、人と栖
とまたかくのごとし」私はこの方丈記の一節を思
い巡らす。意味はともあれ、入笠山を源として流
れ出す、その下流裾野の集落、海抜千ｍ余の地に
生まれ育ったからである。
　その集落が「人と暮らし伊那谷遺産」に平成26
年に認定された。石灰岩採掘で栄えた芝平（しび
ら）の里である800年余の歴史もあり、分教場も
あった。躍動盛りの頃には500人を超える人々が
生活をしていた里である。三六災害以後は移住も
始まり昭和53年には集団移住となり廃村となって
いる。その当時、子供たちは庭先代わりに入笠山
に登っては春に野イチゴを喰い、また春から秋に
は牧場に馬や牛と遊び、高学年ともなると冬季に
はスキーを楽しんだものだ。そんな多くの子供た
ちが１年に何回ともなく登ったのが入笠山である。
山の特徴や見どころであるが、比較的容易に登頂
することができる。山頂では360度の展望が広がり、
南アルプス、中央アルプス、八ヶ岳から富士山ま
で見える。また、遠くには北アルプスなども望める。

更に周辺には大河原湿原
（地域名、ひる平）入笠湿
原などもあり自生する植
物や貴重な蝶などの舞う
光景も楽しむことが出来
る。その湿原を通る山道
には、15世紀、身延山の
上人が布教のために訪れ、
また法華宗の信者が参拝
に通ったため「法華道」
と呼ばれるようになった古道もある。入笠牧場外
れの御所平峠から高座岩、芝平集落までの法華道
には、特に言い伝えの残る史跡も多く在るので機
会があれば古道の案内もしたい。また近年では北
東側斜面に「富士見パノラマリゾート」もでき、
冬季にはスキー客で賑わっているようだが残念な
がら小生は未だ訪れたことはない。こうして花に

触れ歴史の流
れに思いをは
せながら森林
浴を楽しむ最
高の場所と推
奨する。

産土の里「入笠山」に遊ぶ
信州の
里山紹介

VOL.10

天龍川上流砂利採取販
売協同組合　事務局長

北原良一　氏

○諏訪南IC--- 車で約7分---------------→富士見パノラマリゾート---ゴンドラリフト----------------→ゴンドラ山頂駅--- 徒歩----------------→入笠山山頂
○JR富士見駅---シャトルバスで約10分-----------------→富士見パノラマリゾート---ゴンドラリフト----------------→ゴンドラ山頂駅--- 徒歩----------------→入笠山山頂

入笠山
への
行き方

　入笠山〔赤石山脈、南アルプス最北部〕（標高1,955ｍ）

紅葉は里に下りていつ霜に入笠山の小梨うれたり
筆者作
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Ｘ線検査装置のメカ設計で基礎つくる

　レントゲン、CT
など、病院でお
なじみのＸ線検
査装置。実はも
のづくりの現場
でも、できあがっ
た部品等の高分
解能非破壊検査
装置として盛ん
に使用されています。日本装置開発は、工業用Ｘ
線検査装置を中心に各種検査装置、自動機等の設
計・製作を行う、従業員７人の研究開発型企業で
す。
　同社は農業機械メーカー等でエンジンや機械、
設備の設計を手がけていた木下修社長が1996年
に独立創業しました。97年に工業用Ｘ線検査装置
のメカ部分の設計・製作を受注したことが現在の
会社の基礎をつくったと、木下社長は次のように
話します。「電子基板やICの１ミリ角くらいを拡
大し、視点角度を変えて見るマイクロフォーカス
のメカを手がけた。この分野の研究開発が現在ま
で続いています」。
　工業用Ｘ線検査で、XYテーブルに置いてサン
プルを拡大・縮小、斜め・回転させて見る際、着
目する位置を基準に動作し視野が移動しないとい
うユーセントリック機能。その実用化にもメカ設
計で深く関わり、OEM先へ供給しています。
　さらに2009年には、XYテーブルの回転精度を
プラスマイナス40ミクロンから10ミクロンへと
一気に上げ、ユーセントリック精度を飛躍的に高
めた超高精度Ｘ線CTメカニズムの開発に成功。
現在はプラスマイナス２ミクロンを実現していま
す。

世界をターゲットに独自技術を追求

　OEM先と二人三脚で装置開発を進めてきた同
社ですが、リーマンショックでは売上げ半減の苦
境に陥ります。その時、木下社長が痛感したのが
「顧客ニーズをくみ取った自社製品の開発にも
チャレンジしなければだめだ」ということでした。

　木下社長は
さっそく、自動
車のアルミダイ
キャスト部品の
検査にターゲッ
トを絞り、中小
企業のものづく
り現場に導入し
やすい低価格で
ハイスピード検
査が可能な装置
開発に取り組み
ます。その開発
費用をまかなう
ために、ものづ
くり補助金を活
用。集中的に研
究開発を進め、
今年前半には大手自動車部品メーカーへの納入が
実現します。
　「量産ラインに導入できるCTは日本初（世界
初）。他社で10年以上かかる開発を３年で駆け抜
けてきました。補助金がなかったら２年は開発が
遅れていたと思う」と木下社長。同社ではさらに
新たなCTの開発に取り組むなど、世界をターゲッ
トにした独自技術の追求に余念がありません。

独自技術を極め自社製品開発にチャレンジし、
量産ラインに導入する世界初のCTを開発。

日本装置開発株式会社
代 表 者　代表取締役　木下　修
創　　業　1996（平成8）年
資 本 金　1,000万円
本　　社　安曇野市堀金烏川1640-1
　　　　　TEL.0263-71-1222　FAX.0263-71-1250　
事業内容　 Ｘ線検査装置、自動組立機、加工機などの

設計・製作、OEM製品の設計・製作、試作
部品の販売、機械の受託設計・受託組立

「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.31
日本装置開発株式会社（安曇野市）好好好好好好好好好好好機 「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.逸す

べからず

量産ラインに導入する新開発のCT

自社開発の工業用Ｘ線検査装置

試作試験棟内
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「TAKAGI」ブランドで世界50カ国に

　今年６月創業60
周年を迎える眼科
医療機器の専門
メーカー、タカギ
セイコー。手術用
及び診断用の顕微
鏡を主力に、各種
検査機器、医師が
診療に使う専用
テーブルやイスな
ど、眼科医療の現
場で活躍するさま
ざまな製品を開
発・製造していま
す。
　オイルショック
を契機に自社ブラ
ンド展開を本格
化。「TAKAGI」ブランドは国内はもとより、ア
メリカをはじめ世界50カ国以上で高い評価を受
け、現在海外への販売が６割を占めています。
　「スイスやドイツのトップブランドといかに競
争していくかがテーマ」と高木和敏社長。海外で
の評価は2003年、主力製品であるスリットラン
プマイクロスコープ（顕微鏡）が世界の眼科医へ
の推奨製品の一つに選ばれたことで飛躍的に高ま
りました。「それはオリンピック100メートル決
勝のスタートラインに立ったようなもの。これで
国際舞台で認められたと思いました」。

LEDを使用した第３世代を開発

　そして、ものづくり補助金を活用して開発に取
り組んだのが、スリットランプマイクロスコープ
の次世代機。光源にハロゲンを使った第２世代が
20年の節目を迎え、LEDを使用した第３世代の
開発をめざしました。「他にないものをと、LED
の波長特性の調整など時間をかけて念入りに行
い、とても高品質な製品に仕上がりました」。
　LED化により、よりリアルな画像が得られ、
また従来見えなかった細胞レベルの状態まで見る

ことも可能になり
ました。消費電力
が少なく太いケー
ブルが不要のた
め、製品デザイン
が洗練され、コン
パクトになったこ
とで車載用製品へ
の応用も検討して
います。
　国際市場での評
価も上々で、高木
社長は「100メー
トル決勝で勝てる
か、というレベル」
と期待。「会社も
60周年の節目を迎
え、後継者も育っ
てきている。これ
からが楽しみ」と笑顔で話します。
　人間は視覚からの情報が８割といわれます。目
の健康維持はますます重要になり、病気の発症因
子をいち早く発見する予防医学的見地に立った機
器の開発が求められています。そのため同社では、
眼科医がいない地域の患者を遠隔地にいる眼科医
が診断する遠隔医療ロボットなど、新たな開発へ
の取り組みも強化していく計画です。
　眼科における診断・診察機器の改良・開発ニー
ズはとても多く、同社への期待はますます高まっ
ています。

株式会社タカギセイコー
代 表 者　代表取締役社長　高木和敏
創　　業　1955（昭和30）年6月
資 本 金　3,000万円
本　　社　中野市岩船330-2
　　　　　TEL.0269-22-4511　FAX.0269-26-6321
事業内容　眼科医療機器の開発・製造・販売

「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.32
株式会社タカギセイコー（中野市）好好好好好好好好好好好機 「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.「ものづくり補助金」採択企業を訪ねて vol.逸す

べからず
創業以来60年、眼科医療機器の開発・製造に特化し、
世界の眼科医療の現場を支え続ける。

組立中の手術用顕微鏡

LEDを使ったスリットランプマイクロスコープ

厳しい品質管理を行う組立工程
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営業部 住所 電話番号

北信 長野 〒380-0824　長野市南石堂町1282-16 026-226-2820

松本 〒390-0811　松本市中央1-21-8 0263-35-8519

あづみ野 〒399-8302　安曇野市穂高北穂高2865-2 0263-84-0256

上田 〒386-0023　上田市中央西1-14-26 0268-24-2755

東御 〒389-0517　東御市県135-1 0268-64-5413

佐久 〒385-0043　佐久市取出町561 0267-62-0358

飯田 〒395-0086　飯田市東和町2-33-5 0265-24-4980

諏訪 〒392-0012　諏訪市四賀赤沼1730-1 0266-52-1356

中信

南信

東信

 
 
 
従業員の業務上のケ
ガのリスクから企業
経営を守ります。個
別で加入するより保
険料が約５９％割安*1

となります。保険料
は全額損金処理が可
能です*2。 
 
（＊１）団体割引３０％、過去の損害率 
    による割引３５％、大口契約割引 
    １０％を適用しています。 
（＊２）条件によっては損金処理できない 
    ケースもあります。詳細について 
    は税理士または税務署にお問い合 
    わせください。 
※Ｊプラン（普通傷害保険）引受保険会社 
 三井住友海上火災保険株式会社 
※三井生命保険株式会社は三井住友海上 

 火災保険株式会社の取扱代理店として 

 損害保険代理店委託契約を締結してい 
 ます。 

 

ご存じですか？ 
長野県中央会の共済制度 

お問い合わせ・ご案内を 
最寄の三井生命で承っております。 

特退共 
（特定退職金共済制度） 

従業員さまの定着が図れ、

全額損金計上で安定した

退職金準備ができる共済

制度です。 

生命保険 
『長野県中央会団体扱＊で、月払契約の場合、 
一般扱（口座振替扱月払等）でご契約いただく 

よりも個人契約の保険料が割安になります！』 
＊長野県中央会団体扱とは、長野県中央会が団体扱としてお申し込みいただいた各保険契約の 
 保険料を取りまとめ、一括して当社に払い込む取り扱いのことです。 
※一部対象とならない商品･契約がございますので、詳細は下記までお問い合わせ願います。 
    

Ｊプラン
（普通傷害保険） 

〒390-0811 松本市中央1-21-8 

TEL:0263-34-3585 

松本支社

※記載の内容は、平成26年10月現在の税制等に基づくお取り扱いで、 
 今後変更となる可能性があります。 

※詳しくは、「商品パンフレット」をご覧ください。ご検討にあたっては、 
 「設計書（契約概要）」「特に重要な事項のご説明（注意喚起情報）」 

 「ご契約のしおり-約款」および長野県中小企業団体中央会の 

 「退職金共済規程」を必ずご覧ください。 
 

B-26-1289(H26.9)使用期限H27.3 

三井-KB-26-518 

■当社は＜信州あいさつ運動＞に協賛しています。
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☆働きやすい職場環境づくり
　「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」を果
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
人権教育の推進」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
“�あなたにもできる。
　��ライフスタイルの見直しで、
　　　１人１日１kgのCO2 削減”

　信州には、美しい自然景観、豊かな天然資源と、地域の伝統や文化に立脚した、多くの
伝統的工芸品や地場産業製品があります。そして、こういった社会や文化を背景として、
農民美術運動や民芸運動、近年ではクラフト的な動きも活発になってきています。
　信州の工芸を取り巻く環境は、地域性と多様性があり、幅の広さが感じられます。これ
らの工芸品は、一般工業製品とは異なり、「手しごと」でつくられているために、生産には
限界がありますが、信州人らしさ・信州人のライフスタイルに溶け込める地産地消のカタ
チとして、しあわせ信州をより個性的にあらわしています。
　今回、伝統的工芸品・クラフト・木工等地場産品を一堂に展示し、長野県の多くの皆様
に見て、触って、感じてもらう場にしたいと思います。

信州の信州の信州の
工   芸工   芸工   芸
フェアフェアフェア

　木工工芸家 須田賢司氏（人間国宝・日本工芸会正会員）
と木工芸家 谷進一郎氏（国画会会員・信州木工会元会長）
による記念対談を開催します。

2015年１月17日（土）10:30～17:30
【場　所】
　長野県松本文化会館（キッセイ文化ホール）
　国際会議室
　松本市水汲69-2　TEL:0263-34-7100

【参加費】　無料
【内　容】　
　記念対談「伝統工芸を未来に」　
　木工芸家 須田賢司氏（人間国宝・日本工芸会正会員）
　木工芸家 谷進一郎氏（国画会会員・信州木工会元会長）

パネルディスカッション
　「信州の工芸・クラフトの可能性」ほか

2015年２月13日（金）～２月18日（水）
10:00～19:00  最終日18日は17:00終了

【会場場所】
　ながの東急百貨店新館シェルシェ５Ｆ
　長野市南千歳１-１-１ TEL:026-226-8181

【出展作品・商品】
　 長野県内の伝統的工芸品、地

場産業製品、クラフト製品、
工芸作家作品等

　新たに県
知事指定伝
統的工芸品に指定されたね
こつぐら、信州からまつ家
具、松代焼も出展されます。

2015年２月20日（金）～２月25日（水） 
10:00～19:00　最終日25日は17:00終了

【会場場所】
　井上百貨店本館７Ｆ催事場　松本市深志２-３-１ 
　・伝統技術の実演コーナー　　・信州の伝統的工芸品展示販売
　 新たに県知事指定伝統的工芸品に指定された飯田水引、松代焼、信州からまつ

家具も出展されます。
【同時開催 特別企画展】
　「リ・ボーン　～生まれ変わる工芸品～」
　「伝統工芸品体験とワークショップ」（小学生参加無料）

シンポジウム「信州の工芸を未来に」 信州の手しごと博覧会
～日々の暮らしを紡ぐ～

第30回長野県伝統工芸品展 ～おかげさまで30周年～

主 催　長野県・長野県中小企業団体中央会

主 催　長野県伝統工芸品産業振興協議会・長野県・長野県中小企業団体中央会
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諏訪支店 〒392-0026 諏訪市大手 1-14-6 TEL:0266-52-6600

松本支店 〒390-0811 松本市中央 2-1-27 松本本町第一生命ビル１F TEL:0263-35-6211

長野支店 〒380-0814 長野市西鶴賀町 1483-11 TEL:026-234-0145




